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ミリ波雲レーダ FALCON-Iの性能と多海域観測
ミリ波雲レーダ FALCON-Iの
性能と多海域観測
鷹野敏明、高村民雄、中西裕治、河村洋平、山口潤、
阿部英二、二葉健一、横手慎一（千葉大）
大野裕一、熊谷博（NICT)、中島映至（東大）、
岡本創（東北大）、藤吉康志（北大）、杉本伸夫（環境研）
我々が開発した、周波数 95GHz（波長 3.2 nm）のFM-CW
（周波数掃引連続波）型レーダは、高い感度と空間および
時間分解能を実現している。観測船『みらいJでの多海
域での雲観測結果の紹介と、高分解能を達成できる FM-
cw型レーダの特性などについて、述べる。
背景
雲は太陽からのエネルギー，あるいは地表から般車宣されるエネルギーを反射吸収レ．
地環の気候を決定する上で主璽な役割を累たしている
ミリ波FM-CWIIレーダの開発
特徴
・ 95GHzの電波を使用
マイクロ波巴GHzlの気怠レーダでは観測で
きない霊知子（直径10.t.tm程度｝の観測が行
える
（粒子の後方倣乱断面積は波疫の4祭に半比例i
・FMベコW方式
パルス方式に比べ億出力での蜜観測が行える
＂の高度..さといった情織は得
られない．また． 癒力~2・になっ
て容をする燭含．下・のIは興る
ことはできない．
［ 日目内の雲粒雨滴の I 
量と大きさを反映させた物理量 j 
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Cloud Profiles in Palau (2004.Dec.15～2005. Jan. 3) 
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i.¥lili皿et町－WanFM一口市Rndnr in the Ar<"命 Ocean (2004.Sept.21.～Oct.9.) 
Detection Rate of Cloud and Rain 
in the Arctic Ocean 
(2004/9ハ～2004/10/14)
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SPゆER: Cloud Prof i Iing Radar at 95GHz （関l)
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FALCON-I and SPIDER 
SPIDER 
Purpose Ground based obs 
Obs.direction at Zenith 
Type of radar 
Antenna 1 m x 2 antennas 
Frequency 94. 78 GHz 
Output Power 
Duty Rate 
Spatial Resolution 
Tempora I Reso I ut ion 
Ai rborne obs 
Downward to horizon 
Pulse 
0. 4 m x 1 antenna 
95.04 GHz 
1600 W 
1/100-1/1000 
150 m X 0. 5。
1 msec 
Sensitivity (at 5km) -32 dBZ -35 dBZ 
23-May-2006 
1~－＝凶 FALCON- I （千駄FMC附踊レイ）
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「虫？J Objectsについての考察
A. どう見えているか
daily dataで、高度盆z 以下で、嵐状に見える
浮上では（ほとんど｝見えない
3. lm蝿 cdataで、ガウス9イプの増減が（必ず〉見える
4. 3-5周2貫徹チャンネルにわたってガウシアン見えている
B. パラメータの算出など
畠磁的敵値
1. アンテナFWHM=0.2L白cJ=S五X10-3 [rad] 今s5 [m]・(h也事ht[k皿J/lCkml)
2. 1周波書量チャンネJI,-=37.5kmは096c:hannw ＝且2Cm/clan且ail
3. 周波船端飴｛＋屋圏E分解紛＝ 1/0.S!ms吋 ＝1.26 OdhJ今 18皿？
B・ 1. Horu.ontal V叫閣ty
ガウシアンのFWHM=300ch岨 nw= 300 msec 
高度＝ (S例。thch岨 neJX 9.2 [m/e:bann.i:J= 300(m] とする
水平速度 ＝ 1.05皿／300皿揖＝ S 3 Cm/，吋
Bl.D叩pler(Vt町垣cval〕Ve!国 ty
ガウシアンの飽かいリプルの周期＝ 12ms吋 1周期 →30d暗／ 1血柑
ζの 1周期が、位相図転の2lrf：：相当すると考えると、＝J./2=S.Smm/2= 1.65 m皿
よって 視線速度 α均，pierV副＝ 1.65mm/12ms艇＝ 0 14 Cm/，吋
（廠.km)
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千溜大FMCWミリ緩Sレーダ
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